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61％ 80％以上

項目 新規資格取得者数

ゼロの維持

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 労働災害、交通事故の件数

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2021年度　2回／年
2024年度　3回以上／年

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年度時点で作成進捗
50％

2022年度に安全確認徹底不足による労働災害が1件発生し、
ゼロの維持としての目標は未達成となった。
現場管理者及び現場労働者に対して更なる安全教育の徹底と強
化を図った。

項目
環境配慮商品の積極的な購
入

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

社員個々のスキルアップを目指す為、業務に必要
な資格取得を推進し、資格取得支援制度を充実
させる

現状（2024年） 更新時（3年後）

2022年度　1件(労働災
害)
2023年度　0件
2024年度　0件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0名

前期の指標に対する実績

3名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2023年度までに
就業規則等の改訂を行う

前期の指標に対する実績

ＳＤＧｓに沿った就業規則にする為、法令遵守、個人情報保護、差
別の禁止等の見直しを図る

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

産休育休等による人手不足の期間があり、取組む時間の確保が
難しく目標未達成となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 除草・清掃奉仕活動は毎年1回延べ6名参加した。
参加予定のプロキングがコロナにより中止、また各個人の積極
的な参加意識不足により目標未達成となった。

2022～2024年度
毎年1回/年

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本県及び熊本市が防災協定を締結している管工事組合に属しており、災害対応策を連携して行って
いる。
また、同組合が主催の除草・ゴミ拾い等のボランティア活動にも積極的に参加している。
お客様に満足して頂けるよう協力会社と連携して安心・安全な現場づくりに努めている。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

現場での労働災害、交通事故を起こさない為に安全教育を強化
する

労働災害、交通事故の件数
2021年度　0件
2024年度　ゼロの維持

地域環境の保全、清掃活動、社会貢献活動に
積極的に参加する

経済

環境

事業者名 広誠設備工業株式会社

安心・安全で快適な生活環境づくりのための空調給排水設備の施工及びメンテナンス管理を担う事業を
通して、地域社会の発展に貢献する企業をめざします。次世代の人材を積極的に雇用・育成し、社員の健
康維持・増進を図り、全社員が安全第一に誠実な姿勢で取り組み、全てのステークホルダーとの対話を
積極的に行う事でお客様に想像以上の満足をお届けします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

現場での労働災害、交通事故を起こさない為に
安全教育を強化する

資源の効率的利用を図る為、事務用品・消耗品は
積極的に環境配慮商品を購入する


